
平成™›年›月�日 金曜日 (号外特第˜š号)官 報

ニ

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者

社
会
参
加
支
援
施
設
（
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。）の
修
繕
に
関
す
る
事
業

ホ

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
護
施
設
（
医
療

保
護
施
設
を
除
く
。）の
整
備
に
関
す
る
事
業

ヘ

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
授
産
施
設
の
整
備

に
関
す
る
事
業

ト

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
水
道
事
業
又
は
同
条
第
四
項

に
規
定
す
る
水
道
用
水
供
給
事
業
の
用
に
供
す
る
水
道
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
水
道
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、
都
道
府
県
等
が
実
施
す
る
も
の

チ

地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四

号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、
指
定
都
市
が
実
施
す
る

も
の

リ

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
（
療
養
介
護
、
生
活
介
護
、
短
期
入
所
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
及
び
就
労
継
続
支
援
に
限
る
。）の
事

業
の
用
に
供
す
る
施
設
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
の
修
繕
に
関
す
る
事
業

ヌ

内
視
鏡
を
用
い
た
手
術
の
研
修
及
び
訓
練
の
実
施
に
必
要
な
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業

第
五
号
中
「
次
に
掲
げ
る
事
業
」
の
下
に
「
又
は
事
務
」
を
加
え
、
同
号
ホ
中
「
都
道
府
県
」
を
「
都
道
府
県
等
」

に
改
め
、
同
号
ト
中
「
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
」
に
、「
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ

る
事
業
」
を
「
か
ら
ホ
ま
で
及
び
ル
に
掲
げ
る
事
業
」
に
改
め
、
同
号
中
ト
を
ワ
と
し
、
ヘ
を
ル
と
し
、
ル
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

ヲ

漁
村
地
域
に
お
け
る
防
災
に
資
す
る
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、都
道
府
県
が
実
施
す
る
も
の（
ロ

に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
五
号
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

卸
売
市
場
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
中
央
卸
売
市
場
及
び
同
条

第
四
項
に
規
定
す
る
地
方
卸
売
市
場
の
施
設
の
改
良
、
造
成
又
は
取
得

ト

農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四

十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
活
性
化
計
画
に
基
づ
く
事
業
等
の
う
ち
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

交
付
金
の
交
付
の
対
象
と
な
る
も
の

チ

木
材
を
利
用
し
た
公
共
建
築
物
（
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
二
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
建
築
物
を
い
う
。）、
同
法
第
十
九
条
に
規
定
す

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
施
設
及
び
設
備
、
国
民
の
森
林
及
び
林
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
の
施
設
並
び
に
林
産
物
の
生
産
、
加
工
及
び
流
通
の
た
め
の
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業

リ

果
樹
、
茶
樹
又
は
桑
樹
の
改
植
（
果
樹
、茶
樹
又
は
桑
樹
を
除
去
し
た
後
、苗
木
を
植
栽
す
る
こ
と
を
い
う
。）

に
関
す
る
事
業

ヌ

農
畜
産
物
（
蚕
糸
を
含
む
。）の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
の
共
同
利
用
施
設
の
再
編
整
備
に
関
す
る
事
業

第
六
号
中
「
都
道
府
県
」
を
「
都
道
府
県
等
」
に
改
め
る
。

第
七
号
ロ
中
「
都
道
府
県
」
を
「
都
道
府
県
等
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
都
道
府
県
が
」
を
「
都
道
府
県
等
が
」
に

改
め
、
同
号
ニ
中
「
の
う
ち
、
都
道
府
県
が
実
施
す
る
も
の
」
を
削
り
、
同
号
ホ
中
「
都
道
府
県
」
を「
都
道
府
県
等
」

に
改
め
、
同
号
ト
中
「
第
二
条
第
四
号
」
を
「
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
及
び
同
条
第
四
号
」
に
、「
都

道
府
県
」
を
「
都
道
府
県
等
」
に
改
め
、
同
号
チ
及
び
ヌ
中
「
都
道
府
県
」
を
「
都
道
府
県
等
」
に
改
め
、
同
号
レ
中

「
か
ら
タ
ま
で
」
を
「
か
ら
レ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
レ
を
同
号
ソ
と
し
、
同
号
タ
中
「
都
道
府
県
」
を
「
都
道
府
県

等
」
に
改
め
、
同
号
中
タ
を
レ
と
し
、
ワ
か
ら
ヨ
ま
で
を
カ
か
ら
タ
ま
で
と
し
、
ヲ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ワ

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整

備
計
画
に
基
づ
く
事
業
等
（
指
定
都
市
が
作
成
す
る
同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
計

画
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。）の
う
ち
、
同
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
の
対
象
と
な

る
も
の

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
十
九
号

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
三
十

五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
七
条
第
四
項
及
び
第
八
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
七
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
参
事
官
及
び
審
査
管
理
官
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
審
査
局
に
、」を
「
官
房
に
参
事
官

一
人
を
、
審
査
局
に
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

参
事
官
は
、
命
を
受
け
て
、
事
務
総
局
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す

る
。

附
則
第
三
条
を
削
り
、
附
則
第
二
条
を
附
則
第
三
条
と
し
、
附
則
第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
参
事
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

第
二
条

第
六
条
第
一
項
の
参
事
官
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八

次
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
内
閣
総
理
大
臣
が
環
境
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の

イ

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
国
定
公
園
に
お
け
る
同

条
第
七
号
に
規
定
す
る
生
態
系
維
持
回
復
事
業
及
び
同
法
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
定
公
園
事
業

ロ

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
引
取
り
に
係
る
収
容
施
設
の
新
設
、
改
築
及
び
改
修
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、
都
道
府
県
等
が
実
施
す
る
も

の
ハ

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
浄
化
槽
の
整
備
に
関
す
る
事

業
の
う
ち
、
指
定
都
市
が
実
施
す
る
も
の

ニ

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
お
け
る
自
然
再
生
施
設
（
損
な
わ
れ
た
自
然
環
境
に
つ

い
て
、
当
該
自
然
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
の
施
設
及
び
良
好
な
自
然
環
境
を
創
出
す
る
た
め
の
施
設

が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）の
整
備
に
関
す
る
事
業

ホ

生
物
の
多
様
性
（
生
物
多
様
性
基
本
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
生

物
の
多
様
性
を
い
う
。）の
保
全
上
重
要
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
け
る
生
態
系
の
保
全
又
は
再
生
の
た
め
の
施

設
の
整
備
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、
都
道
府
県
が
実
施
す
る
も
の

ヘ

自
然
環
境
の
健
全
な
利
用
の
た
め
の
長
距
離
の
歩
道
の
整
備
に
関
す
る
事
業

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

環
境
大
臣

細
野

志

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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